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岡山県立和気閑谷高等学校同窓会事務局

2011年 ６ 月に前任の森崎岩之助先生からバトン

を託され、 ７ 年間会長を務めさせていただきまし

た。この間、同窓会の運営をはじめ諸行事や母校

支援の取り組みに多くのご協力をいただきました

会員のみなさま、そして香山真一校長をはじめ母

校の諸先生方に心から御礼を申し上げます。

私たちは、ちょうど東京オリンピックの開催年

にあたる2020年に創学350年を迎えます。今年 ７

月にはオリンピックまであと 2 年を記念したイベ

ントがありました。私たちも又、同じ節目を刻ん

でまいらねばならない大切な時機を迎えています。

このタイミングを計って、ここで役職者の若返

りを行い、先輩のみなさま、活躍盛りの中核をな

す方々、そして母校の香りがにおい立つ後輩たち

が一体となって350年を迎えたいと願い、会長職

高橋会長の後任として、バトンを引き継ぐこと

になりました。身の引き締まる思いでおります。

また、先には創立350年が控えています。どうぞ、

よろしくお願い致します。

副会長には、地元で精力的に商工会活動も進め

てこられた延藤さん。トマト銀行の専務取締役の

横林さん。こいのぼりで有名な女性社長の徳永さ

んという顔ぶれです。閑谷学校を源流として、閑

谷中学校、和気高等女学校、和気閑谷高等学校と、

連綿と受け継がれてきた歴史と伝統を生かして、

新たな未来を生み出したいと念じております。ま

た、森崎前々会長や高橋前会長の優れたリーダー

を副会長の内山登さんにお願い

することにいたしました。

　 ７ 年の間には同窓会名簿の発

行、会計事務の独立化、345年記念行事の開催な

どさまざまなプロジェクトをやってまいりました

が、何より前進をみたのは森崎先生のころから準

備をいただいた総会担当幹事制度の導入による総

会の活性化だったと思います。

副会長を務められた橋本夛智子さん、國友道一

さん、そして私も理事会メンバーに残らせていた

だきました。350年に向け内山新会長をしっかり

支えてまいる所存です。幸い母校は今、他に比類

のない躍進を遂げています。私たち同窓会も、もっ

ともっと元気になることを願って、退任の挨拶と

させていただきます。ありがとうございました。

シップによって創られたもの

を、引き継いで参りたいと願っ

ています。

岡山の生んだ名経営者の土光敏夫先生は、よく

「日々新たに、日々に新たなり」と中国の湯王の

言葉を言われておりました。このように歴史や伝

統は、たゆまない刷新へ向けた、努力の積み重ね

の結晶であり、重いものだと考えております。

まだまだ至りませんが、ご指導を賜りますよう、

衷心よりお願い申し上げ、新任の御挨拶とさせて

いただきます。
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